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令和３年４月

　令
和
３
年
２
月
２５

日（
木
）〜
３
月
１
日

（
月
）ま
で
の
間
、
別

府
駐
屯
地
及
び
日
出

生
台
演
習
場
に
お
い

て
重
迫
撃
砲
中
隊
訓

練
検
閲
を
実
施
し

た
。
２５
日（
木
）、
隊

容
検
査
が
実
施
さ

れ
、
本
検
閲
に
対
す

る
準
備
状
況
や
各
隊

員
の
任
務
完
遂
へ
の

意
気
込
み
を
確
認
し

た
。
２６
日（
金
）早
朝
、

駐
屯
地
を
出
発
し
、

射
撃
陣
地
到
着
後
は

速
や
か
に
陣
地
地
域

の
安
全
化
を
図
っ
た
。

　ま
た
、
検
閲
間
は
、
強
風
や
雨
雪
が
降
り
し
き
る
真
冬

並
み
の
寒
さ
の
中
、
隊
員
一
人
一
人
が
中
隊
長
要
望
事
項

の
「
自
己
の
任
務
の
理
解
・
実
行
」「
一
致
団
結
」
を
胸
に
、

適
切
か
つ
迅
速
な
行
動
で
陣
地
進
入
及
び
陣
地
変
換
等
を

行
っ
た
。
緊
張
感
が
漂
う
実
弾
射
撃
に
お
い
て
は
、
砲
測
・

射
撃
指
揮
班
・
前
進
観
測
班
が
三
者
連
携
し
、
気
迫
に
満

ち
た
掛
け
声
と
機
敏
な
動
作
で
、
正
確
な
射
撃
を
実
施
し

た
。　本

検
閲
に
弾
薬
手
と
し
て

参
加
し
優
秀
隊
員
に
も
輝
い

た
青
谷
風
尚  

陸
士
長
は
、「
確

実
な
弾
薬
の
点
検
や
装
薬
編

合
を
実
施
し
、
中
隊
の
任
務

達
成
に
貢
献
で
き
て
良
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
練
成
に
励

み
た
い
。」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

重
迫
撃
砲
中
隊
は
日
頃
の
訓

練
成
果
を
発
揮
し
任
務
を
完

遂
し
た
。

　連
隊
は
令
和
３
年
３
月
１０
日（
水
）〜
１１
日（
木
）

の
間
、
春
の
足
音
が
近
づ
く
日
出
生
台
演
習
場

に
お
い
て
令
和
２
年
度
総
合
戦
闘
射
撃
を
実
施

し
た
。
本
訓
練
は
、
普
通
科
・
機
甲
科
・
特
科

の
諸
職
種
部
隊
の
統
合
さ
れ
た
火
力
発
揮
能
力

及
び
連
携
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
。

　状
況
は
、
特
科
、
重
迫
撃
砲
中
隊
、
迫
撃
砲
小

隊
の
攻
撃
準
備
射
撃
か
ら
始
ま
り
、
敵
戦
車
の
現

出
を
対
戦
車
小
隊
と
戦
車
部
隊
の
対
戦
車
火
器
に

よ
る
射
撃
で
撃
破
し
、
小
銃
小
隊
は
徒
歩
に
よ
り

前
進
す
る
敵
を
各
級
指
揮
官
の
命
令
・
号
令
・
指

示
の
下
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
機
関
銃
や
小
銃

を
駆
使
し
実
戦
的
な
射
撃
要
領
を
以
っ
て
演
練
し

た
。
訓
練
に
対
戦
車
小
隊
分
隊
長
と
し
て
参
加
し

た
第
２
中
隊  

安
藤
翼  

３
等
陸
曹
は
「
非
実
射

訓
練
な
ど
で
何
度
も
協
同
連
携
動
作
や
、
射
撃
号

令
な
ど
を
確
認
し
射
撃
に
臨
み
ま
し
た
。
日
頃
の

訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
、
確
実
な
射
撃

を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。今
後
も
更
に
訓
練
し
、

頼
れ
る
分
隊
長
を
目
指
し
精
進
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
感
想

を
述
べ
た
。

　今
回
の
訓
練

で
各
級
指
揮
官

は
、
状
況
に
応

じ
た
射
撃
指

揮
、
諸
職
種
部

隊
間
の
連
携
し

た
火
力
の
発
揮

を
各
隊
員
に
お

い
て
は
、
命
令
・

号
令
・
指
示
に

基
づ
く
正
確
な

射
撃
動
作
等
の

練
度
を
向
上
さ

せ
た
。
第
４１
普

通
科
連
隊
は
中

村
英
昭  

１
等

陸
佐
を
核
心
と

し
て
引
き
続
き

訓
練
に
邁
進

し
、「
一
丸
」
と

な
り
、
い
か
な

る
任
務
に
も
即

応
で
き
る
強
い

連
隊
を
目
指
し

て
い
く
。

重
迫
撃
砲
中
隊

　
　
　  

訓
練
検
閲

令
和
２
年
度

 

総
合
戦
闘
射
撃

令和２年度総合戦闘射撃令和２年度総合戦闘射撃
総合火力を結集

照準照準 陣地変換陣地変換

隊容検査隊容検査

実弾射撃実弾射撃

155㎜榴弾砲（FH-70）射撃155㎜榴弾砲（FH-70）射撃

小銃小隊による射撃小銃小隊による射撃

10式戦車射撃10式戦車射撃

小銃小隊による射撃小銃小隊による射撃 小銃小隊による射撃小銃小隊による射撃

120㎜迫撃砲射撃120㎜迫撃砲射撃

87式対戦車誘導弾射撃87式対戦車誘導弾射撃

81㎜迫撃砲射撃81㎜迫撃砲射撃

01式軽対戦車誘導弾射撃01式軽対戦車誘導弾射撃 狙撃銃射撃狙撃銃射撃
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！！

平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

各
種
教
育

初級部隊通信
（12月９日～３月５日）

初級ＡＴＭ
（１月18日～３月19日）

初級らっぱ
（１月18日～３月10日）

補助担架
（２月３日～２月24日）

救急処置救急処置 行進吹奏行進吹奏 照準照準 縛着訓練縛着訓練

患者搬送患者搬送 修了検定修了検定 陣地進入陣地進入 有線構成有線構成

　連
隊
は
令
和
３
年
２
月
１４
日（
日
）、
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い

て
連
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。
本
競
技
会
は
、
中
隊

の
戦
闘
射
撃
練
度
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
状
況
に
お
け

る
射
撃
姿
勢
で
の
技
術
の
向
上
を
図

る
事
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
各
中
隊

か
ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
は
一
発
必
中

の
精
神
で
競
技
会
に
臨
ん
だ
。

　当
日
は
霧
が
か
か
り
、
競
技
開
始

時
刻
が
遅
れ
心
配
さ
れ
た
が
隊
員
達

は
集
中
を
切
ら
さ
ず
、
小
隊
長
・
分

隊
長
の
適
切
な
命
令
・
号
令
・
指
示

の
下
、
小
隊
間
で
互
い
に
相
互
連
携

し
な
が
ら
敵
を
発
見
し
、
正
確
・
迅

速
な
射
撃
を
実
施
し
て
い
た
。
優
勝

の
栄
冠
は
、
本
部
管
理
中
隊
に
輝
い

た
。

　連
隊
は
令
和
３
年
２
月
３
日（
水
）、
駐
屯
地
内
に
お
い
て
連
隊

通
信
競
技
会
を
実
施
し
た
。
本
競
技
会
は
、
各
隊
員
の
無
線
機
操

作
能
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
事
が

目
的
で
学
科
試
験
と
無
線
機
の
取
扱

い
操
作（
車
両
無
線
機
及
び
携
帯
無

線
機
）の
２
種
目
に
分
か
れ
て
実
施

さ
れ
た
。
無
線
機
の
取
扱
い
操
作
で

は
、
周
波
数
の
設
定
や
メ
ー
ル
の
作

成
な
ど
が
課
題
付
与
さ
れ
、
選
抜
さ

れ
た
隊
員
達
は
、
中
隊
の
名
誉
の
為

に
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
十
二
分
に

発
揮
し
て
い
た
。
優
勝
の
栄
冠
は
、

学
科
試
験
、
実
技
試
験
共
に
１
位
を

獲
得
し
た
第
３
中
隊
に
輝
い
た
。

連
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会

連
隊
通
信
競
技
会

　連
隊
は
令
和
３
年
２
月
３
日（
水
）、
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て

連
隊
観
測
競
技
会
を
実
施
し
た
。
本
競
技
会
は
、
目
標
の
発
見
、
射

距
離
判
定
及
び
射
撃
要
求
の
精
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報

と
火
力
の
連
携
に
よ
る
練
度
向
上
が
目
的
で
、
各
中
隊
選
抜
さ
れ
た

１２
名（
１
コ
組
２
名
）総
勢
７２
名
が
参
加
し
た
。
実
施
要
領
は
、
射
距

離
６
０
０
ｍ
〜
８
０
０
ｍ
の
位
置
に
標
的
を
配
置
し
、
目
標
発
見
か

ら
射
距
離
の
判
定
、
８
桁
の
地
図
座
標
で

標
的
の
位
置
を
報
告
す
る
も
の
で
、
標
的

座
標
と
実
距
離
の
誤
差
及
び
速
度
を
点
数

化
し
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　各
中
隊
の
選
手
達
は
、
相
互
連
携
し
な

が
ら
８
倍
眼
鏡（
双
眼
鏡
）や
地
図
及
び
コ

ン
パ
ス
等
を
使
用
し
、
速
や
か
に
標
的
を

発
見
し
火
力
の
要
求
を
実
施
し
て
い
た
。

優
勝
は
、
佐
藤
彰
高  

３
曹
が
教
官
を
務

め
た
第
１
中
隊
で
優
秀
組
に
は
、
重
迫
撃

砲
中
隊
の
江
上
達
也   

３
曹
と
山
下
雄
司  

士
長
が
選
ば
れ
た
。

　連
隊
は
令
和
３
年
２
月
１０
日（
水
）、
別
府
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和

２
年
度
大
分
県
警
察
と
の
共
同
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、
自

衛
隊
と
警
察
の
緊
密
な
連
携
要
領
を
演
練
し
て
、
共
同
対
処
能
力
の

向
上
を
図
る
事
が
目
的
で
、
今
回
で
８
回
目
の
訓
練
と
な
っ
た
。

　訓
練
開
始
式
終
了
後
、
訓
練
想
定
に
基
づ
き
、
共
同
調
整
所
運
営
、

緊
急
部
隊
移
動
、
検
問
所
運
営
等
を
演
練
し
た
。
ま
た
、
治
安
出
動

時
に
自
衛
隊
が
任
務
遂
行
の
為
、
現
地
に
前
進
す
る
際
警
察
車
両
が

先
導
す
る
緊
急
部
隊
移
動
訓
練
の
場
面
で
は
、
地
元
の
テ
レ
ビ
局
や

新
聞
社
に
対
し
訓
練
の
様
子
を
公
開
し
た
。

　今
回
の
訓
練
を
通
じ
、
お
互
い
の
役
割
や
、
相
互
能
力
を
理
解
し
、

連
携
の
強
化
を
再
認
識
す
る
貴
重
な
訓
練
と
な
っ
た
。

連
隊
観
測
競
技
会

大
分
県
警
察
と
の
共
同
訓
練

学科試験学科試験 無線機の取扱い無線機の取扱い 狙いを定める隊員狙いを定める隊員

優勝した第１中隊優勝した第１中隊調整する隊員調整する隊員

緊急部隊移動訓練緊急部隊移動訓練

訓練開始式訓練開始式

観測する隊員観測する隊員

射撃競技会（全景）射撃競技会（全景）

〈
優
秀
組
〉
３
等
陸
曹

　江
上 

達
也

陸

士

長

　山
下 
雄
司

　
　

 

（
重
迫
撃
砲
中
隊
）

第
１
中
隊

本
部
管
理
中
隊

重
迫
撃
砲
中
隊

第
３
中
隊

第
４
中
隊

本
部
管
理
中
隊

本
部
管
理
中
隊

第
２
中
隊

第
３
中
隊
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多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

別
府
駐
屯
地 T

w
itte

r

　

 

更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

令
和
２
年
度  

連
隊
後
方
戦
技
競
技
会

　連
隊
は
令
和
３
年
２
月
２４
日（
水
）、
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
野
焼
き

を
実
施
し
た
。
野
焼
き
は
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
行
事
と
し
て
今
年
で

４８
回
目
と
な
り
、
演
習
場
内
か
ら
の
火
災
発
生
時
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
延

焼
を
防
止
す
る
と
と
も
に
害
虫
駆
除
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　午
前
９
時
に
指
揮
所
か
ら
着
火
の
号
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
山
頂
付
近
か

ら
着
火
を
開
始
し
た
。
当
初
は
火
の
回
り
が
遅
か
っ
た
が
、
次
第
に
バ
チ
バ

チ
と
大
き
な
音
を
立
て
て
山
肌
を
黒
く
染
め
て
い
っ
た
。
燃
焼
後
は
、
携
帯

消
火
器
（
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
）
な
ど
を
使
用
し
延
焼
防
止
に
努
め
野
焼

き
を
終
了
し
た
。

　

十
文
字
原
演
習
場
野
焼
き

　連
隊
は
令
和
３
年
３
月
２２
日（
月
）〜
２６
日（
金
）ま
で
の
間
、
十
文
字
原
演

習
場
に
お
い
て
連
隊
小
部
隊
対
抗
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、
バ
ト
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
レ
ー
ザ
ー
交
戦
装
置
を
使
用
し
て
小
部
隊
指
揮
官
の
実
員
指
揮

能
力
の
向
上
と
隊
員
各
個
の
近
接
戦
闘
能
力
の
向
上
を
図
る
事
が
目
的
で
、

各
部
隊
は
「
直
接
配
備
小
隊
と
な
り
重
要
防
護
施
設
を
防
護
せ
よ
。」
の
任
務

を
付
与
さ
れ
、
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
や
、
蛇
腹
鉄
条
網
な
ど
を
使
用
し
、
警
戒
・

監
視
の
目
を
光
ら
せ
、
各
級
指
揮
官
の
適
切
な
状
況
判
断
及
び
隊
員
間
の
相

互
連
携
で
、
敵
ゲ
リ
ラ
コ
マ
ン
ド
ウ
の
重
要
防
護
施
設
へ
の
侵
入
を
阻
止
し

た
。 連

隊
小
部
隊
対
抗
訓
練
　

　連
隊
は
令
和
２
年
１
月
２１
日（
木
）、
駐
屯
地

内
に
お
い
て
令
和
２
年
度
連
隊
後
方
戦
技
競
技

会
を
実
施
し
た
。
本
競
技
会
は
、
炊
事
・
車
両
・

衛
生
・
ら
っ
ぱ
の
４
種
目
に
分
か
れ
て
実
施
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
選
ば
れ
た
選
手
達
は
、

こ
れ
ま
で
の
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

た
。
炊
事
競
技
会
は
、
年
度
の
自
体
炊
事
練
成

回
数
と
調
理
評
価
・
食
味
評
価
で
審
査
さ
れ
、

各
中
隊
６
名
編
成
、
制
限
時
間
２
時
間
４０
分
以

内
で
各
中
隊
が
工
夫
を
凝
ら
し
主
食
・
副
食
・

汁
物
を
調
理
し
た
。
優
勝
は
、
練
成
回
数
３０
回

で
鯖
の
味
噌
煮
、
竹
輪
の
青
の
り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

豚
汁
を
調
理
し
た
第
１
中
隊
に
輝
い
た
。

　車
両
競
技
会
は
、
通
年
の
部
（
運
行
管
理
・

車
両
管
理
・
安
全
管
理
）、
実
技
の
部
（
学
科

試
験
・
車
両
の
障
害
通
過
・
運
行
前
点
検
）
で

実
施
さ
れ
、
実
技
の
部
で
は
、
車
長
の
的
確
な

誘
導
の
下
、
操
縦
手
が
全
集
中
で
ハ
ン
ド
ル
を

握
り
、
相
互
連
携
し
な
が
ら
障
害
を
通
過
、
見

事
に
第
２
中
隊
が
優
勝
し
た
。

　ら
っ
ぱ
競
技
会
は
、
各
中
隊
４
名
の
団
体
戦

で
実
施
さ
れ
日
課
号
音
７
曲
（
起
床
・
点
呼
・

食
事
・
会
報
・
課
業
開
始
・
課
業
終
了
・
消
灯
）

の
内
３
曲
を
抽
選
で
決
定
、
各
中
隊
の
選
手
達

は
、
音
の
強
弱
を
含
む
抑
揚
の
つ
い
た
吹
奏
を

実
施
、
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
た
。
優
勝

は
最
高
得
点
を
た
た
き
出
し
た
上
田
繭
亮  

３

等
陸
曹
率
い
る
第
３
中
隊
に
輝
い
た
。

　衛
生
競
技
会
は
、
年
間
を
通
じ
た
隊
員
の
健

康
管
理
状
況
と
実
技
の
部
と
し
て
各
中
隊
１０
人

が
選
抜
さ
れ
傷
病
者
を
相
手
に
救
急
処
置
を
実

施
し
、
各
人
が
決
め
ら
れ
た
時
間
内
の
適
切
な

処
置
を
評
価
す
る
も
の
で
優
勝
は
第
３
中
隊
に

輝
い
た
。
な
お
後
方
戦
技
競
技
会
の
総
合
優
勝

は
ら
っ
ぱ
競
技
会
と
衛
生
競
技
会
の
２
冠
を
達

成
し
た
第
３
中
隊
に
輝
い
た
。

け
い 

す
け

●
炊
事
競
技
会

●
車
両
競
技
会

●
ら
っ
ぱ
競
技
会

●
衛
生
競
技
会

●
総

　合

第
１
中
隊

第
２
中
隊

第
３
中
隊

第
３
中
隊

第
３
中
隊

らっぱ競技会らっぱ競技会

攻撃する対抗部隊攻撃する対抗部隊

巡察巡察

警戒警戒

黒く焼けた演習場黒く焼けた演習場

野焼き（全景）野焼き（全景）

着火する隊員着火する隊員

炊事競技会炊事競技会閉会式（総合優勝第３中隊）閉会式（総合優勝第３中隊）

開会式（統裁官訓示）開会式（統裁官訓示）衛生競技会衛生競技会車両競技会車両競技会
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！！

平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

コ
ン
ビ
ニ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

会
計
特
技
練
度
試
験

警
務
隊
の
活
動
状
況

訓
練
始
め
を
実
施

任
期
制
就
職
補
導
教
育
支
援

初
級
部
隊
通
信
教
育
に
参
加

　３
月
１
日（
月
）、
駐
屯
地
の
コ
ン
ビ
ニ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
駐
屯
地
の
コ
ン

ビ
ニ
業
者
が
大
分
県
か
ら
の
撤
退
に
伴
い
、
経
営
者
で
あ
る
（
一
財
）
防
衛
弘
済
会
が
新

た
な
契
約
を
締
結
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
端
末
が
設
置
さ
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や
ク
ー

ポ
ン
の
発
行
、
商
品
代
金
の
支
払
い
等
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
用
品
は
も
と

よ
り
、
ス
イ
ー
ツ
類
、
ホ
ッ
ト
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
販
売
商
品
も
以
前
よ
り
充
実
し
利
用
者

の
評
判
は
上
々
で
あ
る
。
経
営
者
の（
一

財
）
防
衛
弘
済
会
は
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

で
き
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
も
隊
員
の
た
め
に
な
る

店
舗
運
営
を
行
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　別
府
駐
屯
地
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
、
是
非
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
コ
ン
ビ

ニ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年
３
月
４
日（
木
）に
連
隊
が
計
画
す
る
任
期

制
隊
員
の
就
職
補
導
教
育
を
支
援
し
た
。

　就
職
補
導
教
育
は
各
四
半
期
に
１
回
を
基
準
に
、
そ
の
時
期
の
特
性
に
応
じ
た
内
容

を
教
育
す
る
も
の
で
、
第
４
四
半
期
は
、「
再
就
職
者
定
着
の
成
功
の
秘
訣
に
つ
い
て
」

１４
名
の
任
期
制
隊
員
等
に
実
施
し
た
。

採
用
通
知
を
受
け
て
か
ら
入
社
ま
で
準

備
す
る
事
項
及
び
就
職
後
の
心
得
等
を

教
育
し
、
参
加
者
は
終
始
真
剣
に
教
育

を
受
け
、
再
就
職
先
の
特
性
を
理
解
し

た
う
え
で
の
心
構
え
の
重
要
性
を
認
識

し
た
。

　適
職
に
再
就
職
で
き
る
よ
う
援
助
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　警
務
隊
は
、
令
和
３
年
２
月
に
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
で
あ

る
体
力
検
定
を
実
施
し
て
全
員
合
格
し
た
。
日
頃
の
業
務
は
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
が
主
体
で
あ
る
が
、
２４
時
間
、
３
６
５
日
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
事
件
事
故
等
に
対
し
て
適
時
適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
心
身
の
健
全
、

家
庭
の
安
定
が
な
に
よ
り
も
大
切
で

あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
も
日
々
の
体
力
維
持

向
上
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
勤
務
と

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
は
ど
ん
な
職

務
で
あ
っ
て
も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　部
隊
の
団
結
、
規
律
、
士
気
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
件

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
引
き
続
き
、
３
密
に
注
意
し
て
駐

屯
地
・
各
部
隊
の
規
律
維
持
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

　派
遣
隊
は
令
和
３
年
１
月
１９
日（
火
）、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
元
、
訓
練
始
め
と
し

て
「
扇
山
登
山
」
を
実
施
し
た
。

　別
府
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
扇
山
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
初
め
て
の
登
山

と
な
っ
た
。

　見
た
目
の
な
だ
ら
か
な
曲
線
と
は
異
な
り
、
想
像
以
上
に
険
し
い
急
坂
の
連
続
で
、

気
温
８
度
で
あ
っ
た
が
汗
ば
む
ほ
ど
の

登
山
と
な
っ
た
。

　全
員
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
山
頂

を
目
指
し
７０
分
ほ
ど
で
登
頂
し
た
。

　山
頂
か
ら
の
市
街
地
、
別
府
湾
を
一

望
で
き
る
展
望
は
と
て
も
素
晴
ら
し

く
、
日
常
と
は
一
味
違
う
清
々
し
い
気

分
と
な
り
訓
練
始
め
に
ふ
さ
わ
し
く
任

務
達
成
に
対
す
る
士
気
が
高
揚
し
た
。

　会
計
特
技
練
度
試
験
と
は
、
会
計
特
技
の
試
験
を
実
施
し
そ
の
練
度
を
評
価
・
判
定

し
実
務
能
力
向
上
を
促
す
事
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　准
曹
士
を
対
象
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
に
よ
り
初
級
、
中
級
、
上
級
の
特
技
を
保

有
し
て
お
り
級
に
応
じ
た
問
題
が
出
題
さ
れ
解
答
し
て
い
き
ま
す
。
問
題
の
内
容
は
、

職
種
学
校
入
校
間
に
修
学
す
る
全
科
目
で
す
が
部
隊
の
職
務
に
よ
っ
て
は
携
わ
ら
な
い

厳
し
い
問
題
も
出
題
さ
れ
る
た
め
、
全
員

が
幅
広
く
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　本
来
な
ら
会
計
隊
本
部
（
健
軍
）
よ
り

試
験
の
立
会
者
が
来
て
行
い
ま
す
が
本
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
た
め
Ｖ
Ｔ
Ｃ
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
様
な
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
日
々
の
業
務
で
の
ミ
ス
を
無
く
す
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　吉
村
１
士
は
、
令
和
２
年
１２
月
９
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
１５
日
ま
で
の
間
、
第
四
一

普
通
科
連
隊
が
実
施
す
る
令
和
２
年
度
陸
士
特
技
課
程
初
級
部
隊
通
信
に
参
加
し
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
為
、
褒
章
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　吉
村
１
士
は
、
十
文
字
原
演
習
場
で
組
長
と
し
て
有
線
構
成
の
訓
練
に
参
加
し
た
際

に
、
持
ち
前
の
明
る
さ
を
活
か
し
、
積
極
的
に
班
員
の
指
導
及

び
掌
握
を
行
い
、
円
滑
な
訓
練
の
実
施
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
縛
着
や
結
線
の
練
成
に
つ
い
て
は
、
課
業
内
外
共
に

よ
く
練
成
を
行
い
、
自
己
の
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
中
隊
で
演
習
等
が
行
わ
れ
る
際

に
は
、
部
隊
通
信
で
学
ん
だ
技
術
を
活
か

し
、
中
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【会計隊】会計特技２【会計隊】会計特技２

【会計隊】会計特技１【会計隊】会計特技１
縛着縛着

吉村１士吉村１士

従業員による丁寧な説明従業員による丁寧な説明

自衛隊用品が充実自衛隊用品が充実

就職決定者への説明就職決定者への説明
(基通)別府の街を一望(基通)別府の街を一望

山頂での集合写真山頂での集合写真 体力検定実施状況体力検定実施状況

駐屯地朝礼時における
防犯講話
駐屯地朝礼時における
防犯講話



（5）  第174号 令和３年４月

別
府
駐
屯
地 T

w
itte

r

　

 

更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

〔
転 

出 

者
〕

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
16
名
）

　
連
隊
本
部
（
１
名
）

　•
１
等
陸
尉

　中
村

　淳
一

　
　
　第
１２
普
通
科
連
隊

　

 

（
国
分
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
６
名
）

　•
１
等
陸
尉

　酒
井

　一
光

　
　
　中
部
方
面
総
監
部
監
察
官
付 （
伊
丹
）

　•
１
等
陸
曹

　阿
部

　
　剛

　
　
　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
大
分
市
）

　•
２
等
陸
曹

　山
口

　敬
二

　
　
　第
５０
普
通
科
連
隊 

（
高
知
）

　•
２
等
陸
曹

　輕
木

　和
昭

　
　
　第
１５
即
応
機
動
連
隊 

（
善
通
寺
）

　•
３
等
陸
曹

　犬
走

　美
幸

　
　
　第
５
施
設
団
本
部
付
隊 

（
小
郡
）

　•
３
等
陸
曹

　二
宮

　
　渉

　
　
　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　
第
１
中
隊
（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　安
部

　弘
祐

　
　
　富
士
学
校 

（
富
士
）

　
第
２
中
隊
（
２
名
）

　•
１
等
陸
尉

　杉
本

　太
郎

　
　
　第
１９
普
通
科
連
隊 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　中
村

　
　誠

　
　
　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　第
３
中
隊
（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　浦

　俊
太
郎

　
　
　第
１６
普
通
科
連
隊 

（
大
村
）

　第
４
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
佐

　坂
口

　
　剛

　
　
　第
２４
普
通
科
連
隊 

（
え
び
の
）

　•
３
等
陸
曹

　德
重
亜
己
也

　
　
　第
５
陸
曹
教
育
隊 

（
久
留
米
）

　重
迫
撃
砲
中
隊
（
３
名
）

　•
３
等
陸
曹

　江
上

　達
也

　
　
　第
１１
普
通
科
連
隊 

（
東
千
歳
）

　•
３
等
陸
曹

　黒
田

　
　優

　
　
　第
５１
普
通
科
連
隊 

（
那
覇
）

　•
陸 

士 

長

　上
田

　愛
莉

　
　
　第
１
３
４
地
区
警
務
隊 

（
福
岡
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
６
名
）

　•
陸 

曹 

長

　髙
橋

　利
夫

　
　
　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
行(

一)

４

　小
形

　
　治

　
　
　湯
布
院
駐
屯
地
業
務
隊 （
湯
布
院
）

　•
行(

一)

３

　山
下

　慎
也

　
　
　国
分
駐
屯
地
業
務
隊 

（
国
分
）

　•
行(

一)

２

　山
本

　静
恵

　
　
　与
那
国
沿
岸
監
視
隊 

（
与
那
国
）

　•
行(

一)

１

　池
田

　拓
也

　
　
　自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部

 

（
長
崎
市
）

　•
行(

一)

１

　濱
田

　大
樹

　
　
　自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

 

（
鹿
児
島
市
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
か
ら （
２
名
）

　•
２
等
陸
尉

　上
久
保
由
花

　
　
　防
衛
大
学
校 

（
横
須
賀
）

　•
３
等
陸
尉

　山
田

　
　幸
司

　
　
　第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

　
　
　高
射
直
接
支
援
中
隊 

（
久
留
米
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　

別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　松
本

　和
也

　
　
　第
１
３
４
地
区
警
務
隊
小
郡
連
絡
班

 

（
小
郡
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
１
名
）

　•
３
等
陸
曹

　長
岡

　希
広

　
　
　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

　
　
　玖
珠
派
遣
隊 

（
玖
珠
）

〔
転 

入 

者
〕

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
13
名
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
４
名
）

　•
１
等
陸
尉

　椎
屋

　
　誠

　
　
　普
通
科
教
導
連
隊 

（
滝
ヶ
原
）

　•
２
等
陸
曹

　田
北

　和
也

　
　
　第
３５
普
通
科
連
隊 

（
守
山
）

　•
３
等
陸
曹

　志
岐

　真
秀

　
　
　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　•
３
等
陸
曹

　田
向

　徹
平

　
　
　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

 

　第
１
中
隊
（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　片
田

　拓
之

　
　
　第
３７
普
通
科
連
隊 

（
信
太
山
）

 

　第
２
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
曹

　大
井

　真
樹

　
　
　対
馬
警
備
隊 

（
対
馬
）

　•
３
等
陸
曹

　大
島

　達
也

　
　
　第
８
普
通
科
連
隊 

（
米
子
）

 

　第
３
中
隊
（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　中
村

　信
二

　
　
　第
５１
普
通
科
連
隊 

（
那
覇
）

　•
２
等
陸
曹

　鶴

　
　健
太

　
　
　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

 

　第
４
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
佐

　佐
藤

　達
紀

　
　
　富
士
学
校
付 

（
富
士
）

　•
２
等
陸
曹

　寺
岡

　宏
晃

　
　
　第
５１
普
通
科
連
隊 

（
那
覇
）

 

　重
迫
撃
砲
中
隊
（
２
名
）

　•
１
等
陸
尉

　石
井

　将
太

　
　
　第
１
空
挺
団
第
２
普
通
科
大
隊

 

（
習
志
野
）

　•
２
等
陸
曹

　清
元

　倫
昌

　
　
　装
備
実
験
隊 

（
富
士
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
６
名
）

　•
１
等
陸
尉

　倉
野

　浩
成

　
　
　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
２
等
陸
尉

　藤
本

　
　憲

　
　
　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

 

（
佐
伯
市
）

　•
１
等
陸
曹

　橋
本

　信
男

　
　
　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

　•
１
等
陸
曹

　小
山

　二
郎

　
　
　九
州
補
給
処 
（
目
達
原
）

　•
２
等
陸
曹

　久
住

　友
幸

　
　
　情
報
本
部
大
刀
洗
通
信
所 （
大
刀
洗
）

　•
２
等
陸
曹

　藤
原

　正
宏

　
　
　西
部
方
面
管
制
気
象
隊 （
目
達
原
）

　•
行(

一)

４

　安
德

　
　勝

　
　
　福
知
山
駐
屯
地
業
務
隊

 

（
福
知
山
）

　•
行(

一)

１

　林
田

　元
汰

　
　
　新
規
採
用

　
　
　
　

　•
行(

一)

１

　米
澤
光
史
郎

　
　
　新
規
採
用

　
　
　
　

　•
行(

二)

３

　飯
田

　憲
治

　
　
　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
へ 

（
２
名
）

　•
２
等
陸
尉

　田
子

　浩
光

　
　
　東
部
方
面
後
方
支
援
隊 （
霞
ヶ
浦
）

　•
准 

陸 

尉

　德
丸

　竜
太

　
　
　第
１
０
３
弾
薬
大
隊 

（
目
達
原
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
４
名
）

　•
２
等
陸
尉

　河
島

　勝
喜

　
　
　幹
部
候
補
生
学
校 

（
前
川
原
）

　•
３
等
陸
尉

　長
島

　
　均

　
　
　西
部
方
面
会
計
隊
本
部 

（
健
軍
）

　•
３
等
陸
曹

　小
野

　苑
佳

　
　
　関
東
補
給
処
古
河
支
処 

（
古
河
）

　•
陸 

士 

長

　清
家

　昭
志

　
　
　第
４２
即
応
機
動
連
隊 

（
北
熊
本
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊

別
府
派
遣
隊
へ 

（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　林

　
　智
啓

　
　
　中
央
警
務
隊 

（
市
ヶ
谷
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

別
府
派
遣
隊
へ 

（
１
名
）

　•
陸 

曹 

長

　小
野

　泰
志

　
　
　第
１
１
８
教
育
大
隊 

（
久
留
米
）

３
月
定
期
異
動
者
紹
介

　第
４１
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
２
年
１２
月
１８
日
、
今

年
度
、
退
職
を
予
定
す
る
陸
士
隊
員
７
名
に
対
し
て
、

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
一
〇
一
弾
薬
大
隊
（
大
分

分
屯
地
）
が
実
施
す
る
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

を
研
修
さ
せ
ま
し
た
。

　

　こ
れ
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
勢
力
確
保
施
策
と

し
て
、
退
職
と
同
時
に
部
隊
か
ら
直
接
採
用
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
志
願
希
望
者
に
対
し
て
、

現
即
応
予
備
自
衛
官
の
現
状
を
理
解
さ
せ
、
不
安
を
解

消
さ
せ
結
果
志
願
率
の
向
上
を
促
す
事
が
主
眼
で
す
。

　特
に
現
即
応
予
備
自
衛
官
と
退
職
予
定
隊
員
と
の

懇
談
（
意
見
交
換
）
に
お
い
て
は
、
忌
憚
の
な
い
質

問
及
び
回
答
で
志
願
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な
が

ら
、
訓
練
招
集
命
令
に
よ
り
出
頭
し
、
即
応

予
備
自
衛
官
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・

技
能
を
最
低
限
確
保
す
る
た
め
、
年
間
30
日

の
訓
練
に
応
じ
ま
す
。有
事
等
の
場
合
に
は
、

現
職
自
衛
官
と
共
に
防
衛
招
集
、
国
民
保
護

等
招
集
あ
る
い
は
治
安
招
集
に
応
じ
ま
す
。

　ま
た
、
大
規
模
な
災
害
等
が
発
生
し
現
職

自
衛
官
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
部
隊
だ
け
で
は

対
応
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
災
害
派
遣
等

に
派
遣
さ
れ
、
部
隊
の
一
員
と
し
て
活
動
し

ま
す
。

若
年
退
職
予
定
隊
員
、

即
応
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
を
研
修

●鶏もも肉 …………400g
　　　　　　  （角切り)
●塩………………………4g
●こしょう …………0.4g
●清酒 …………………12g
●おろしにんにく…4g
●かたくり粉………40g
●サラダ油 …………40g
●おろししょうが…4g

●しょうゆ ……… 60g
●さとう…………… 32g
●豆板醤…………… 4g
●コチュジャン… 4g
●ゴマ油…………… 8g
●にら ……………… 200g
　　　　  （２センチ)
●水…………………… 240g

材料（４人前）

離着任
部隊長紹介

記念撮影記念撮影

胴上げ胴上げ

見送り見送り

お
す
す
め

　
レ
シ
ピ
紹
介

Vol.4

別府駐屯地隊員食堂おすすめレシピ紹介。
４回目は、大分県内の小学生にも大人気で鶏肉と
ニラを使った大分名物トリニータ丼を紹介します。

坂口剛 3等陸佐坂口剛 3等陸佐 酒井一光 1等陸尉酒井一光 1等陸尉

佐藤達紀 3等陸佐佐藤達紀 3等陸佐 椎屋誠 1等陸尉椎屋誠 1等陸尉

大分地方協力本部長による説明大分地方協力本部長による説明

即応予備自衛官現状説明
（第101弾薬大隊第２中隊長）
即応予備自衛官現状説明

（第101弾薬大隊第２中隊長）

予備自衛官班
栗屋１曹

予備自衛官班
栗屋１曹
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！！

平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

　令和２年４月より陸上自衛隊別府駐屯地のツ
イッターを開設しました。別府駐屯地をたくさんの
方々に知っていただく為、駐屯地の活動（訓練風景・
行事・隊員の様子等）を発信しています。あわせて、
別府駐屯地ホームページも是非ご覧下さい。

４月１日現在、フォロワー数５０００人を突破しました。
皆様の多数のフォローを宜しくお願い致します。

　駐
屯
地
陸
士
会
は
令
和
３
年
２
月
２７
日（
土
）、
駐
屯
地
曹
友
会
長
を
は
じ
め
駐

屯
地
各
部
隊
か
ら
３０
名
の
陸
士
が
参
加
し
て
駐
屯
地
周
辺
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
（
ゴ
ミ
拾
い
）
を
実
施
し
た
。
本
活
動
の
目
的
は
、
別
府
駐
屯
地
近
傍
環
境

の
美
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向
上
を
図
る
事

で
あ
る
。

　実
施
要
領
は
、
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
道
路
（
側
溝
）
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、

参
加
し
た
隊
員
達
は
黙
々
と
道
路
脇
や
側
溝
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
拾
い
集
め
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
本
部
管
理
中
隊  

峯
大
河  

陸
士
長
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
好
き
な

別
府
の
街
を
き
れ
い
に
保
て
る
よ
う
別
府
の
環
境
美
化
に

努
め
た
い
で
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
必
ず
参
加
し
ま
す
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　本
活
動
を
通
じ
て
隊
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向
上

と
周
辺
環
境
の
美
化
に
協
力
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

駐
屯
地
陸
士
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　別
府
駐
屯
地
は
、
令
和
３
年
１
月
８
日（
金
）、
駐
屯
地
内
に
お
い
て
令
和
２
年
度
別
府
駐
屯

地
成
人
行
事
を
実
施
し
た
。
本
行
事
の
目
的
は
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
新
成
人
を
祝
福
・
激
励

す
る
と
と
も
に
、
社
会
人
並
び
に
自
衛
官
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
為
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」

が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
年
に
産
声
を
上
げ
た
６６
名
は
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。

　体
育
館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
新
成
人
の
主
張
で
は
各
人
が
、
先
輩
隊
員
な
ど
を
前
に
、「
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
。」「
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
へ
恩

返
し
し
た
い
。」
な
ど
力
強
く
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
た
。
ま
た
、
中
村 

英
昭 

駐
屯
地
司

令
は
新
成
人
に
対
し
「
将
来
自
分
が
何
で
生
計
を
立
て
て
い
く
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
と

か
、
小
さ
な
事
で
も
い
い
。
目
標
を
立
て
て
努
力
す
る
事
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
。
是
非
、
志

を
立
て
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
感
謝
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
君
達
は
勝
手
に
生
ま
れ
て
、
勝

手
に
成
人
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
生
み
育
て
て
く
れ
た
ご
両
親
が
い
る
し
、そ
の
中
で
培
っ

て
き
た
兄
弟
の
絆
だ
と
か
、
先
輩
、
後
輩
、
誰
か
に
必
ず
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
感
謝
の

心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。」
と
訓
示
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
実
施
し
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
２０
年
後
の
自
分
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
し
、
全
て
の
行
事
を
終
了
し
た
。

　晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
達
は
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
新
た
な
目
標
へ
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
。

　別
府
駐
屯
地
は
令
和
３
年
２
月
２０
日（
土
）、
航
空
機
体
験
搭
乗
を
実
施
し
大
分
県
在
住
の

一
般
の
方
々
や
、
自
衛
隊
協
力
者
な
ど
７０
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
佐
賀
県
目
達
原

駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
４
飛
行
隊
の
支
援
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
フ
ラ
イ
ト
に
先
立

ち
安
全
教
育
が
行
わ
れ
、
参
加
者
達
は
２
機
の
航
空
機
に
分
か
れ
緊
張
し
た
様
子
を
見
せ
な
が

ら
も
笑
顔
で
搭
乗
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
駐
屯
地
〜
高
崎
山
周
辺
ま
で

の
空
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。

　ま
た
、
フ
ラ
イ
ト
待
ち
の
間
は
広
報
資
料
室
見
学
や
、
軽
装
甲
機
動
車
・
高
機
動
車
な
ど
の

装
備
品
展
示
も
行
わ
れ
、
参
加
者
達
は
自
衛
隊
へ
の
更
な
る
理
解
と
隊
員
と
の
親
睦
を
深
め
、

思
い
出
深
い
一
日
を
過
ご
し
駐
屯
地
を
あ
と
に
し
た
。

令
和
２
年
度
別
府
駐
屯
地
成
人
行
事

航
空
機
体
験
搭
乗

曹
友
会
活
動

開始しました！

広報資料室見学広報資料室見学

離陸するUH-1離陸するUH-1

体験搭乗体験搭乗

記念撮影記念撮影

タイムカプセルの埋設タイムカプセルの埋設

新成人の主張新成人の主張

記念撮影記念撮影

ゴミを拾う隊員ゴミを拾う隊員

ゴミを拾う隊員ゴミを拾う隊員

訓練隊へ激励品の贈呈訓練隊へ激励品の贈呈

真鯛の部１位 山崎３曹真鯛の部１位 山崎３曹

曹友会海釣り大会 入賞者表彰曹友会海釣り大会 入賞者表彰


